
運動と刺激のしくみ

筋肉が縮む

筋肉がゆるむ

筋肉がゆるむ

筋肉が縮む多くの骨が組み合わさったもの

①手足などの動かすところを 運動器官 という。

②骨を動かすために，骨のまわりにあるものを 筋肉 という。

③筋肉の両端が骨につながっているところを けん という。

④手足などを動かすときに，筋肉 のはたらきで 骨格 が曲がるところを 関節 という。

まわりのさまざまな状態を刺激としてうけとる体の部分を 感覚器官 という。

目 耳 鼻 舌 皮ふ感覚器官

感覚

刺激

こうさい：明るさによって

ひとみの大きさを変えレン

ズに入る光の量を調節する

網 膜：光の刺激を受けとる

細胞がある

虹 彩

レンズのふくらみを

変える筋肉

耳小骨：こ膜の振動をうずまき管

に伝え部分

うずまき管：音を感じる部分鼓 膜：音によって振動する

神経

レンズ：筋肉によってふくら

みを変え網膜の上にピントの

合った像を結ぶ
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